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	申し入れ書
	―「免震重要棟」不備の伊方原発再稼働はあり得ない―
	(１) 福島の教訓である「十分な広さと機能を備えた免震重要棟」が不備のままの伊方原発は、きわめて危険な状態であり、ただちに是正させること。
	(２) 伊方原発を再稼働させず廃炉に向ける上でも、「十分な広さと機能を備えた免震重要棟」は必要であり、ましてや、これなしの再稼働など断じてあり得ない。
	以上



